　　　　　　　　　　　　　資料№４－４
衛生管理特別指導事業場改善結果報告（その２）　記載要領

1. 「労働者数」は、３月末日現在の労働者数を記入すること。

2. 「業種（中分類）」は労働基準局報告例規の中分類番号を記入すること。

3. 「有害業務の種類」欄は、「粉じん」、「有機溶剤」等の有害業務を記入すること。

4. 「環境改善指導の内容」の「新設数」又は「改善数」については、３月末日現在新設又は改善を実施中で完了を予定されているものはそれぞれの項目に含めること。

5. 「局所排気装置又はプッシュプル型換気装置」の「フード未設箇所数」とは、指導開始時において、フードの設置が必要であるにもかかわらず、未だ設置されていない箇所数をいうこと。

6. 「局所排気装置又はプッシュプル型換気装置」の「改善」には、フードのみならずファンの取替等局所排気装置の改善を含むものであること。

7. 「密閉（カバー）」の「未設箇所数」とは、指導開始時において、密閉が必要であるにもかかわらず、未だ密閉されていない箇所数をいうこと。

8. 「動力による全体換気」の設置箇所数及び実施数は、対象となる区画された作業場ごとに計上し、ファンの数を計上するものではないこと。

9. 「動力による全体換気」の「換気装置未設箇所数」とは、指導開始時において、全体換気装置の設置が必要であるにもかかわらず、未だ設置されていない区画作業場をいうこと。

10. 「動力による全体換気」の「改善」には、ファンの増設、送気口の増設等をいうものであること。

11. 「保護具」の「未備付数」とは、指導開始時において、備付数が不足していたと考えられるにもかかわらず、未だ備付けていない不足数であること。

12. 「衛生管理組織関係」の「適用の有無」は、設置又は選任について法令の適用の有無によって記入すること。

13. 「衛生管理者」については、「衛生工学衛生管理者」を含むものであり、衛生工学衛生管理者の選任状況も含めて法令遵守の適否を記入すること。

14. 「労働衛生コンサルタント等」には、衛生管理士及び学識経験者が含まれること。

15. 作業環境測定関係においては、指導前については指導前直近の測定結果に基づき、指導後については指導期間中の直近の測定結果に基づき、それぞれ記入すること。
